








健康に産み育てられることを期待されている小児にとって,その保健に関する研究は.育て

られること,すなわち,養育の目標を示すための一手段ともいえる。その研究については,

多角的に計画され,実施されることが,今日的な方向性であろうと思われる。現代のように,

小児の健康に係わる因子が多様化し,複雑になってきた時代においては,その時代の条件に

即応した研究が実践されることが不可欠であることはいうまでもない。 

時代の条件は,単に,「時」という物理的条件が作り出したものではあるまい。その「時の

流れ」のなかで生きていた人的条件が作り出した事象によって導き出されたものであり,

小児の保健を考える研究においては,時代に即応した研究がいつの世にも望まれている。又,

逆にいえば,時代の条件を追究するためには,多角的な視点からの研究が不可欠なのである。

その意味からいえば,分担研究「小児期の成長・発達と養育条件に関する医学的,心理学的

及び社会学的研究」は,それに最も適した研究方法をとってきたと考えてよい。育児の多様

化が今日の一つの特徴であるならば,学際的研究は,小児の保健の確立に最も適したものと

して認識されてよかろう。これにより,現代の混迷し,低下した家庭の養育機能の向上を図

るうえに有効なものを導き出せるといえる。 

その見地で,過去2年間実施されてきた本研究も,いよいよ3年目を迎えるに至り,これまで

の成果と,本年度の研究とによって,家庭保健の充実と向上のための有益で新しい方向性が

示され,母子保健行政政策の確立に役立つならば,多くの研究者のご協力のもとに分担研究

の世話をしてきたものにとって,大きな喜びとなろう。 

さて,今年度も,本研究を進めるにあたっては,昨年度と同じ視点から推進することとし,3

年度目であることを考慮し,先にも記したように,母子保健政策策定にあたっての指針が導

き出せるように研究を行った。すなわち, 

①乳幼児の食生活と養育との関連, 

②乳幼児の健康や発達と環境条件との関連, 

③父母の養育態度の形成と養育との関連, 

④家庭の社会病理的条件と養育との関連, 

⑤自閉症の発生と養育との関連, 

⑥小児の精神保健と養育との関連, 

⑦思春期小児の健康と養育との関連, 

⑧小児の成長と養育との関連, 

⑨発育費状態の調査法の検討 

について各々研究を行った。なお,小児の成長と養育との関連については,発育状態の評価

法の確定が重要な条件であることを考慮して,その視点での研究も加えて実施して頂いて



いる。 

今年度の研究成果の概要を以下に示す。()内の氏名は研究協力者である。 


